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プロジェクトの目的

• DIASがこれまで構築してきた情報基盤を活用し、地球科学と情報科
学を融合させた最先端の研究開発

• 多様な分野の研究者・技術者が集う場を形成し、先進的・萌芽的な研
究を促進するオープンプラットフォームの構築

• 常に変化するユーザニーズに応えることができる長期的・安定的な運
用体制の確立
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〇 地球環境分野のデジタルトランスフォーメーション（DX）を更に推進する。
〇 国、地方自治体、企業等の意思決定に貢献する、気候変動対策や防災・減災 
    対策等を中心とした地球環境全体のデータプラットフォームとしての土台を
    築く。



DIAS 地球観測データ統合解析システム

100PB以上のストレージ＋200ノード以上のサーバ群
＋ SINET 直結





数字で見るこれまでのDIAS

第3期で爆発的に増加

DIAS
第3期

先DIAS時代からのユーザ数推移

DIAS事業開始
（2006年度～）



数字で見るこれまでのDIAS

年間1000人ペースで増加
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この分野では異例の



数字で見るこれまでのDIAS
DIAS登録データセット数の推移(2010-)



数字で見るこれまでのDIAS

DIAS保有データ量の推移(1983-)

DIAS事業開始（2006年度～）



数字で見るこれまでのDIAS

アプリケーション数：３６



※気候変動に関する懇談会（ https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/kikohendo_kondankai/index.html ）第4回資料より



気候予測データセット:DS2022

https://diasjp.net/ds2022/



※気候変動に関する懇談会（ https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/kikohendo_kondankai/index.html ）第6回資料より



※気候変動に関する懇談会（ https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/kikohendo_kondankai/index.html ）第6回資料より



1/14 先端プロシンポジウム

1/25 アンケート？



d4PDF切り出しインタフェース

全球モデル実験データ 領域モデル実験データ

• 指定された期間、変数
名、領域に従い、オリ
ジナルファイルより、
データを切り出し、ダ
ウンロード

• 切り出されたファイル
に対応するGrADS用
Gridded Data 
Descriptor File を作成、
添付



データ連携のさまざまなレベル
1. 取得情報のデータ化、オープン化

• 観測の数値データ化、一般むけ公開
2. 分野内でのデータの収集・データベース化

• ライセンスの設定、メタデータの整備
3. 分野横断的なデータの連携（垂直統合型）

• 特定の目的のために複数のデータを組み合わせて活用
• 基盤となる環境場とその上の応用分野の連携が多い

4. データ連携基盤（水平・ネットワーク型）
• 垂直統合型連携をやりやすくするための仕組み
• 新たなニーズに対応しやすくする
• データエコシステム



地球科学と情報科学を融合させた研究開発
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洪水評価 土砂災害

データ変換ツール

気候影響の評価利用

農林水産業
水環境
水資源

自然生態系
自然災害
沿岸域

健康
産業

経済活動
国民生活
都市生活

データ分析ツール DIASES 東大

第４期
水産資源管理

振興策 保健政策 新規課題
政策利用

新規課題
産業利用



気候変動に関する研究開発とオープンプラットフォーム

• 気候変動に関連する分野は多岐にわたっており、さまざまな専門の研究者と連携
して、最終的な適応策の担い手に必要な情報を届ける

• 気候変動予測情報から適応策（適応オプション）までを総合的にカバーしたソ
リューションの開発が求められている

• DIASはこのようなEnd-to-Endアプリケーションの開発実績が豊富にある
• 気候変動適応の実践のためには、様々な分野の経験を活用しながら開発したアプ
リケーション・ノウハウの共有が有効

• ⇨オープンプラットフォームとしてのDIASとバリューチェーンの形成



課題 内容

特定課題 定義：DIAS事業参画者が実施する課題（システム管理、サービス運用も含む）
＃政策的に必要な課題も含む

共同研究課題 定義：外部利用者とDIAS事業参画者との協働で実施する課題
利用料：原則無償（有償も可）
  研究費：なし（双方持ち寄り）

  成 果：原則公開
  ＃DIAS事業内の研究者とDIAS事業参画者との共同研究契約に基づく

大学等の共同利用公募のように、申請希望者は、申請前にDIAS事業参画者と打合せを
行い、DIAS事業参画者と連名で申請することを条件とする

外部利用課題 定義：外部利用者が実施する課題
利用料：原則有償

  成 果：非公開も可
  #将来的には、代理店に一定枠を与え、きめ細かいサービスの実施を検討

#直接契約ができるものは先行して開始も検討

オープンプラットフォーム

DIASにおけるオープンプラットフォーム



共同研究課題の募集開始

• 共同研究課題の募集を開始しました
• DIASプロジェクト参画者との共同研究として、研究開発を進める課題の提案をお
待ちしています

• 申請期間：随時
• 利用目的：研究開発（商用利用は対象外）
• 経費・利用料：なし（双方分担型）
• 成果：原則公開

• 申請に際しては事前に関係者に連絡いただければ相談に応じます
• https://diasjp.net/joint-research/



海外の事例紹介

• 欧州 コペルニクスプロジェクト
• https://www.copernicus.eu/en
• Atmosphere, Marine, Land, Climate Change, Security, Emergencyを対象分野
とし、サービスを提供している

https://www.copernicus.eu/en




海外の事例紹介

• 米国
• Climate.gov

• https://www.climate.gov/
• NOAA Climate Data Online

• https://www.ncei.noaa.gov/cdo-web/
• UCAR Expert guidance on climate data for students & climate professionals

• https://climatedataguide.ucar.edu/

• 民間企業のサービス
• https://developers.google.com/earth-engine/datasets
• https://aws.amazon.com/jp/earth/
• https://planetarycomputer.microsoft.com/catalog

https://developers.google.com/earth-engine/datasets
https://aws.amazon.com/jp/earth/
https://planetarycomputer.microsoft.com/catalog
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